
平成１７年（２００５年）８月３日発行－７－　　（２０３号） 議 会 だ よ り

意

見

書

の

要

旨

シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
者
の
急
激
な
負
担
増
の
抑
制
を
求
め
る
意
見
書

　

今
年
か
ら
、
住
民
税
の
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
、
公
的
年
金
等
控
除
も
縮

小
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
者
の
費
用
負
担
の
急
激
な
増
加

が
、
深
刻
な
問
題
と
な
る
。

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
者
の
急
激
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め
、
所
得
に
応
じ

て
３
千
円
か
ら
１
万
円
ま
で
の
段
階
的
費
用
負
担
区
分
を
設
け
る
こ
と
や
、
分

割
払
い
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

個
人
情
報
保
護
を
巡
る
様
々
な
法
整
備
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
市
町
村
で
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
第　

条
に
よ
り
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
４
情
報

１１

が
営
利
目
的
で
あ
っ
て
も
誰
で
も
原
則
と
し
て
大
量
に
閲
覧
で
き
る
状
況
に

あ
る
。
最
近
で
は
、
閲
覧
制
度
を
悪
用
し
た
不
幸
な
犯
罪
事
件
が
起
こ
っ
て
お

り
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

公
共
性
・
公
益
性
の
あ
る
目
的
の
み
認
め
る
よ
う
、
住
民
基
本
台
帳
法
第　

条
１１

を
改
正
す
る
よ
う
求
め
る
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
の
改
正
及
び
公
営
企
業
金
融
公
庫
納
付
金
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
平
成
３
年

度
を
ピ
ー
ク
に
売
上
げ
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。
必
死
の
経
営
改
善
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
、
次
の
項
目
を

求
め
る
。

①
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
の
改
正
に
よ
り
、
日
本
船
舶
振
興
会
へ
の
１
号
・

２
号
交
付
金
及
び
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
交
付
金
の
軽
減
を
行
う
こ
と
。

②
公
営
企
業
金
融
公
庫
納
付
金
を
廃
止
す
る
こ
と
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

こ
の
法
案
の
目
的
は
、
障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う

に
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
は
、
負
担
の
面
で
自
立
を
妨
げ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

定
率
（
一
割
）
の
応
益
負
担
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
量
の
多

い
重
度
の
人
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
の
暮
ら
し
と
権
利
を
守
り
、
真
の
自
立
と
社
会
参
加
の
前
進
を
願
い
、

こ
の
法
案
の
再
考
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
否
決
し
た
も
の
）

小
泉
首
相
を
は
じ
め
政
府
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

　

小
泉
首
相
は
、
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
中
止
を
言
明
せ
ず
、
国
内
外
の
批
判
に

対
し
て
、
誠
実
に
応
え
て
い
な
い
。

　

靖
国
神
社
参
拝
は
個
人
的
信
念
だ
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
首
相
と
い
え

ど
も
、
個
人
の
信
念
の
た
め
に
、
そ
れ
も
間
違
っ
た
信
念
の
た
め
に
、
近
隣
諸

国
と
の
友
好
と
い
う
日
本
の
国
益
を
覆
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

小
泉
首
相
を
は
じ
め
政
府
全
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
の
中
止
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　

①
国
庫
負
担
を
直
ち
に　

％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
、
国
と
し
て
、
利
用
料
、

２５

３０

保
険
料
の
減
免
制
度
を
確
立
す
る
。
②
保
険
料
・
利
用
料
の
在
り
方
を
、
支
払

能
力
に
応
じ
た
負
担
に
改
め
て
い
く
。
③
在
宅
で
も
施
設
で
も
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
介
護
基
盤
整
備
を
進
め
る
。
④
介
護
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
で
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
。
⑤
「
福
祉
は
人
」
の
立
場
で
、
介
護
労
働
者
の
労
働

条
件
を
守
り
、
改
善
す
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
み
ど
り
の
風
�
、
民
主
党
�
、

１３

日
本
共
産
党
�

反
対
８
＝
自
由
民
主
�
、
公
明
党
�

退
席
２
＝
改
革
連
合
�

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
議
長
・
総
務
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
２
＝
自
由
民
主
�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成
９
＝
み
ど
り
の
風
�
、日
本
共
産
党

�反
対　

＝
自
由
民
主
�
、公
明
党
�
、民

１３

主
党
�
、改
革
連
合
�

退
席
１
＝
民
主
党
�

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成
９
＝
み
ど
り
の
風
�
、
日
本
共
産

党
�

反
対　

＝
自
由
民
主
�
、
公
明
党
�
、
民

１４

主
党
�
、
改
革
連
合
�

反
対
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

施
行
後
５
年
を
迎
え
た
介
護
保

険
制
度
は
「
持
続
可
能
性
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
」
が
喫
緊
の
課
題
。

保
険
料
負
担
の
上
昇
を
出
来
る
限

り
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
給
付
の

効
率
化
と
重
点
化
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
予
防
の
視
点
を
明

確
に
位
置
づ
け
、
要
介
護
者
の
減

少
を
目
指
す
こ
と
が
、
い
ま
非
常

に
重
要
。
施
設
給
付
の
見
直
し
も

在
宅
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
双
方
の
公

平
性
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
改
正
法

案
は
、
総
合
的
に
評
価
し
、
早
急

に
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

介
護
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
利
用
者
か
ら
「
ホ
テ
ル
コ

ス
ト
」
の
名
で
居
住
費
、
食
費
を

徴
収
し
、
施
設
利
用
者
に
重
い
負

担
を
負
わ
せ
る
と
と
も
に
、
新
予

防
給
付
の
導
入
で
、
軽
度
者
が
利

用
す
る
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
社
会
保

障
支
出
を
削
減
す
る
た
め
に
、
給

付
の
削
減
と
国
民
負
担
増
ば
か
り

を
押
し
つ
け
る
法
案
で
廃
案
に
す

る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
意

見
書
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

戦
後　

年
の
節
目
の
年
に
、
過

６０

去
の
戦
争
の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
日
本
が
有
事
法
制

や
国
民
保
護
法
制
の
成
立
や
憲
法

第
９
条
の
改
悪
、
過
去
の
戦
争
は

正
し
か
っ
た
と
す
る
靖
国
神
社
の

参
拝
な
ど
、
世
界
の
国
々
は
日
本

が
戦
争
の
道
に
再
び
戻
る
こ
と
に

懸
念
を
寄
せ
て
い
る
。

　

今
政
府
に
対
し
、
小
泉
首
相
の

靖
国
神
社
参
拝
中
止
、
歴
史
の
教

科
書
に
侵
略
戦
争
の
事
実
の
記
述
、

ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
の
方
針
を

も
つ
こ
と
を
提
案
し
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

小
泉
首
相
を
は
じ
め
政
府
閣
僚

の
靖
国
神
社
参
拝
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書

介
護
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成　

年
３
月　

日
の
市
議
会

１７

２７

議
員
選
挙
で
、
当
選
し
た
議
員
の

う
ち
初
当
選
議
員
な
ど
の
７
人
が
、

５
月　

日
に
湖
南
衛
生
組
合
、
保

１３

健
セ
ン
タ
ー
、
中
間
処
理
場
の
３

施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
中
間
処
理
場
で
は
、
ご
み
処
理

の
現
状
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
施
設
見
学
を
実
施中間処理場 湖南衛生組合


